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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年５月２７日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 沈没 

発生日時 平成２１年６月３日 １２時１９分ごろ 

発生場所 東シナ海 鹿児島県奄美大島の西北西１４０海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯２９°２５.０′ 東経１２６°５７.１′） 

事故調査の経過 

 

 平成２１年６月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務所）

ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 第八十八昭
しょう

徳
とく

丸、３２８トン 

 １２８５４８、富栄海運有限会社 

 ６０.３０ｍ×９.００ｍ×４.４０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,１４０kＷ、平成２年６月 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ４７歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５８年１１月１１日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成１８年７月２４日 

  免状有効期間満了日 平成２３年８月８日 

死傷者等 なし 

損傷 全損 

事故の経過  本船は、大中型まき網漁業付属の運搬船で、船長ほか６人が乗り組み、奄

美大島西北西方沖の漁場において、ソナーにより魚群探索を行ったのち、ソ

ナー送受波器上下装置（以下「本件装置」という。）を収納しようとしたが

できなかった。 

 本船は、その後、本件装置は収納できなかったものの映像は正常に表示さ

れていたので、漁獲物の運搬作業には当たらず、専ら魚群探索に当たってい

た。 

 通信長が、平成２１年６月１日早朝、機関室のソナー室で、手動装置によ

り本件装置の収納作業を行ったところ、約５０㎝収納できたが、それ以上、

収納することができなかったため、船底から約１ｍ出たままとなっていた。

 本船は、２日０７時３１分ごろ、奄美大島の西北西１４５Ｍ付近において、

操業を終えて投錨作業中、直後の０７時３２分ごろ機関室の警報が鳴ったの

で、機関長が機関室に急行し、機関室の船底から約１.５ｍ上方に敷かれて

いた床板を取り外したところ、床板下方約１０cm まで浸水しているのを認

め、２台のビルジポンプを運転して排水作業を開始した。その際、機関長は、

ソナー室付近から、海水が盛り上がって浸水しているのを認めた。 

 機関長は、船長に浸水を報告するとともに、２台の排水ポンプを追加で運
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転し、さらに僚船の排水ポンプ３台も使用したが、機関室の浸水量は増加し

た。 

 報告を受けた船長は、直ちに揚錨し、僚船（網船）に向けて航行を始めた

が、僚船に近づいたところで主機が自動停止したので、０８時００分ごろ、

３人の乗組員を僚船に移乗させた。 

 その後、本船は、排水作業を続けながら僚船にえい
．．

航されていたが、１０

時４０分ごろ、発電機が停止して排水できなくなったため、１１時４５分ご

ろえい
．．

航を断念して、船長ほか３人の乗組員が僚船に移乗した。 

 僚船の船長は、１１時５０分ごろ、海上保安庁に救助を要請し、１６時２

０分ごろ巡視船が来援したが、うねりが高くえい
．．

航準備作業ができず、本船

は、翌３日１２時００分ごろ転覆し、１２時１９分ごろ北緯２９°２５.０′

東経１２６°５７.１′付近で沈没した。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海面 うねり３ｍ 

その他の事項  本船は、船尾船橋型で、機関室は船橋下方に配置され、前側中央部がソナー

室になっていた。 

 機関室の大きさは、長さ約９ｍ、幅約９ｍ及び深さ約４ｍであった。 

 ビルジ警報装置のセンサーは、主機の船尾方で、機関室底から約１ｍの高

さに取り付けられていた。 

 本件装置は、主機船首方のソナー室下方に設置され、シャフト直径約１５㎝

及び上下ストローク約１６０㎝で、シャフト下端には、直径約２３㎝の近距

離用送受波器、その上方に直径約４７cm の遠距離用送受波器が取り付けら

れていた。 

 ソナー製造会社の担当者の口述によれば、本件装置と海水とのシールは、

２本のＯ－リングによってなされており、Ｏ－リングが２本とも切断した場

合、海水は毎分０.５～２リットル機関室に浸入すると考えられる。また、

本件装置は、２４本のボルトで船体に取り付けられており、全てのボルトが

同時に緩むことは考えられない。 

 本件装置は、船底から約１０㎝上方まで収納することができるようになっ

ていたが、曲がりが発生すれば、収納することができないことがある。 

 ビルジポンプの能力は、２台合わせて約３７㎥/h で、他の排水ポンプの

能力は不明であった。 

 機関長は、２日０５時３０分ごろ、点検のため機関室に入ったが、異状を

認めなかった。 

 本船が転覆して船底を見せているとき、本件装置が船底から出ていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

あり 

 本船は、奄美大島西北西方沖において、投錨作業

中、機関室に浸水して沈没したものと考えられる。

 機関長は、２日０５時３０分ごろには機関室に異

状を認めなかったものと考えられる。 

 本船は、ビルジポンプ２台及び排水ポンプ５台を

運転して排水作業を行ったが、排水量を上回る浸水
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量があったものと考えられる。 

 本事故発生当時、本件装置が収納できない状態で

あったこと、また、機関長がソナー室付近から浸水

しているのを目撃していることから、本件装置に何

らかの異状が発生し、取付箇所付近から浸水した可

能性があると考えられる。 

 一方、本件装置のＯ－リングが２本とも切断して

も浸水量が少量であること、本件装置が２４本のボ

ルトで船体に取り付けられており、全てのボルトが

同時に緩むことは考えられないこと、及び転覆時、

本件装置が船底から出ているのを目撃されており、

折損したり抜け落ちたりしていなかったことから、

取付箇所付近から浸水した状況は明らかにすること

ができなかった。 

原因  本事故は、本船が、奄美大島西北西方沖において、投錨作業中、機関室に

浸水したため、沈没したことにより発生したものと考えられる。 

 




